
“巨大中国”の登場を一流企業の
東証第1部222社長の新たな“決断”
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特集／新中国と日本の企業

血周恩来首相とBi!念
ti’Sする策京経済
人訪中団（東海林
武雄団長） の 面4

(71年1 1月 北京
中国通信社・以下
閉じ）

‘外国企業がワッと
押 し 寄せた71年秋

の 広州 交易会 （機
械館内部）

トランジスタ炉
ラジオを大量
生産する上海
第3無線電後
エi’

努:Is /I. ,.,. ,.. 11 . 
良書回全世専へ民JI.�与・

80 週刊ダイヤモンド

巨大中国の登場を一流企業のトップはどう見たか　週刊ダイヤモンド-1972.01.08



互開島望Eの・ピンポン外交’以来日本財界の鈴中青島が惨
グッと高まった｛大阪国際空港を出発する関西財界
紡 中回一一一佐伯湧団長 . 71年9月）

「近い将来 中国は 世界市場て日本企業の強力なライバルになる」－友好ムー下に

乗る経済人が寄せたアンケート結果には な外な一面があった。 国交未回復のなかで

世界舞台におどり出た8億人の中因。 新時代に入った中国をどうみるか。 東証第1部

上場約750社の社長あてに送った 抗意識調査表’ からは 微妙な反響があった。 この

響きを 東京外語大の中嶋徹雄助教授に分析してもらうと一一。

中国も “経済友好”
を求めている

経済の論理は、 ある恋；味では徹底

的に合庭的かつ非情なるがゆえに、

中性であり 、 中立的である。 1970年

代の同際社会がこれまでに経験しな

かった大きな流動をともなって変化

し、 再編されつつあることを如実に

示した米中接近への歩みは、 いまや

世界がその底流にお いては、 ますま

すlつになり つつあることを物必っ

ていた。 ”グローパリズム” と か
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“闘際化時代”とかいう際必がいよい

よ具体的な現実とな り つ つ あ る 今

臼、 経済の』命農は政治の溢f哩をこえ

て世界を取 り 結んでゆく。

このように考えるなら、 政治の限

局においては、 まだまだ人・さな墜が

現存する臼中関係においても、 経済

的日中間係という次元では、 それが

レだいに強化 ・ 鉱大されてきている

のも当然であろう。 もとよ り 、 中樹

側は、 そのような日中関係を従米、
、‘政経分雌” だとして強くJド媛し 、

これに反渇してきた。 にもかかわら

ず、 日中間には ”政経分自在” が ·WJ:!.

として存続してきたことも疑えない

ところである。 昨作＜7P手）のピン

ポン外変以米、 訪日した主税：11氏

や王阿倍氏が政治の孤高盆しに、 わが

同財界首脳と後触したとき、 凶Iえの

あいだには、 伎にか わ り きれないも

のが沈殿していた。

こと日中関係においては、 わが凶

の同家的体質と中l司のそれとが桜本

的に災．な り 、 その凶家自僚も異なっ

ているがゆえに、 中凶はこれまでも

しばしば、 、、反動 政府”の背後にあ
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“独占資本”を非鍵、攻略控してき
守のであるし、中凶の“日本紙｜司主

”批判自身、60年代に述成Eされた
がいlの符しい経済成長と経済情j岱
肥）.·化をすT I正にしてなされた批判l
あることは疑えなかったからであ
。それだけに、 わがl吋財界行脳と
後触が、こうしたわりきれなさを

T
じた同氏一般の説経しにおこなわ
た、ともj息われたのであろえ。．
だが、 このような中岡の対応には

せれなリの怠向があったことも、そ
の後の周恩＊発買などを泌じて、し
法いに切らかになってきた．つまり、
哨凶例は、日中友好を）..＇＞；.品！とした円1経済関…蹴を州てい

のである。

各社の回答ぶりにも
徴妙なニュアンスが

このような関係のなかで、わが同
ビッグ・ビジネスがどのような対

4をおこなおうとしているのか、そ
対陀1はどのような中副鋭を1T対に

Uてbるのか。こうした点を客観的
社データによって知ることができた
＼それはきわめて布主主なことであ

う。
今（nJ、“週刊jダイヤモンド”創』�

n”がおこなったアンケート必ff.(立、
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と、水産・食品13�上、鉱業.6!.i量13
社、 徽緩16社、紙・パルプ9社、化
学・ゴム2411：、 ガラス. I::イilO社、
鉄鋼9社、JI＇鉄金�－金�製品10
社、機械17社、＇1U:機21H：、紛i器用機総
14社、精省後詰f}.その他軍基治8社、
d汚染・貿�h20t.I二、 金倣・証券15社、
不動産· :fiMI 7 社、 巡検6�土、 通信
・サービス2 ft、1U'.}J .ガス7祉と
なっている。

行納得ll”lからのいl符がなかったこ
とや、it Elされる人手として’貯人、
住友化学、新日鉄、小録制作所、目
立製作所、怯ド1{Lr.� Ir:菜、三�!JU:

この点での11h1Jl1l的なa試みであり、わ 菜、 三井物鏡、u�秩忠尚札九紅、
が同で初めておこなわれた、わが同 住友商仏三�銀行、住友銀行、第
ビッグ・ビジネスの中同観にI測する ー観11£�民行などからの1111符がなかっ
総合訓ff.だとみなすことができるで たことも含めて、この来航�）llf11J1Jt数
あろう。 からも、いくつかの間地がよみとれ

しかも、このアンケート調査の後 ないわけではない。
半のSつの，＆I日lは、 いわ ば個別企業 すなわち、 JU』tE�l m上場作祉の
のコンフィデンシャルな’J�柄にl対す 業純別社数と比較した場合、繊維、
る”世間であったのに、今1111東証m1 紙・パルプ、非鉄金以、-1�i/Ji!iI.世
部さふドの222主i：からJ�·J等があっξ }J・ガスが4ごくに多い（111�写君主となっ

色 、 e ’
という・w』iは 特 1E1::'. fiffする 。 日中経 ていることを与えると：．今（u（のアン
済関係の弘人：について、いまや各企 ウート調査が多くの微妙な間Mを含
裟が』工費IJに取り組みはじめているこ むかなりセンシティプなぷHtでもあ
との混在でもあろう。 るだけに、当面、口小経済関係に自

今J11（のJul容の�舘glj内ぷを見る 後のかかわりが少ない業側ほどJ11（答
V中国製の鰹エ喋品は やがて日本のライバルに？（北京第3綿紡績ヱ渇）
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アンケート集計結果

•�SLJiJ!l:�・

（回答総数223社｝

．中国の国連加盟をどう受取ったか？
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予想どおり…………… 131人

まったく予想外…....・H・ I 

置臼�！�臼r�•
・日中国交回復は いつ頃か？

1972年中・・・・…－…・・…・・34人

今後3年ぐらいの問…150

今後3～5 �手の間……31

今後5～10年の間……··4

10年以上先のことだ・・…·O

不明・・・・・・4

・国交回復の5原則（公明党の5項目）をどう考えるか？

条件付き｛中国との交妙の
中で日台問題を検討する｝…173人

無条件に受入れるべきだ……27

安易に受入れるべきでない…II

不明…1 2

惨公明党と中日友好協会の共同コミュニケ（ 7月2日）の「5項目」

①中伺はただ1つであリ 小J(f;・人民共初［J\）政1(.fl立 rl’1.i:.1人r�を代ぷ
する唯一の合法政府である． r 2つの中 i主IJと 「1つの中［判 1 
つの台的」をつくる陰ぷに断開反対する．

②台湾は中国の1つの\IIであり、 中間領土の不uJ分の1$であって
台湾問題は中闘の内政問題である． r fiif'!f'otl�未定J，途に断11;1/si.
1寸する．

③F日台条約」は不法であリ 破楽されなければならない．
＠アメリカが台湾と台湾海峡を内偵していることは総略行為であり

アメリカは台湾海峡』也械から そのすべての武装11を撤退しなけ
hl;I'.ならなも、．

③行略（中例のl:ili'l!IJll甥l fi �＇；Jfll＆で・J�尖J-. 無意味となった。）
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ふがも多いという・w.：起はやむを得ない
であろう。

3年以内の国交回復を望む

さて、 ここではまず各投開への1111
答結集について、 例81］的なコメント
を加えてみよう。

問①の中I司同述加盟についてであ
るが、 わが国の各企業は、 その大部
分がこれをF忽1どおりの·J�態と受け
とっている。1972年には実現し て
も、 71年に実現するとは考えていな
かったと忠われる企業も，.. ，答総数の
3分のl を占めているが、 この設問
が・I�後の’JJ'J:!にl刻するものであるの
で、あるいは、 約半数軽量度が1971�
にそれが実現するとは考えていなか
ったとみなしていいのかも し れ な
い。 それだけに、わが向政府の中凶
政策の転換を求める，JJが多く、 6%
強が、 日本政府の態度に強い不fJ �＇ぷ
さえぷレているW；起に注目すべきで
あろう。

では、 日中凶交J11ll�のl時期はいつ
ごろだと1似しているのだろうか。

問②の，.. ，答l革、 「今後 3 fドぐらい
の！日1」という見方に集中して い る
が、r 72年•I•」とf怨する34社をそ
こに含めると、 圧倒的な多数が今後
3年以内に日中国変l11Jj反が実現する
むのとみていると いえる。r 3～5 
�F-のllJJ」という（11J�が29社あるが、
いずれにせよ、 70年代なかばまでに
日中同交J11JlU'ct.実現するという短期
的な民軍を、 わが国の経済界は、い
まや縦聞としてもっているようであ
る。 この予測は、 一般凶民を対象と
した数多くのi笠論調貨の結果とも一
致する、 いわば ”焔ー滋的な線” だと
もいえよう。

そのようなl羽交1111/Uへの条件とし
て、 公明党5項目を中国側は今日、
公式には基本原則として主録してい
るが、 これについては間③にみられ

週刊ダイヤモ ン ド 83 



日通商事
資本金＝33{怠9千5百万円
本社／東京都千代田区

外神間3-12-9〒101

7εL253-11I1 （大代表）

営蝶種目
E巨両被械販売・聾備・製作、
リース、 石油、 しPガス、
段ボール・包装資材・楢包、
火災保険、生命保険、商事、
建材、自動車販売（シボレー－

a澄）

84 週刊ダイヤモ ン ド

るように、f条件付きでゆくべきだ」 ょうだ。
とする怠見が圧倒的である。「安幼 この理由としては、ここ放年間の
に受け入れるべきでない」とする1 1 日中貿易の大脳な伸びにもかかわら
社と合わせ、83%がf公明党S阪 ず、 今後は中国貿易に対する同際鋭
貝IJ」の線では国交luJ/Mを考えていな 争も激しくなるであろうこと、日中
いことになる。 この・J�’.＇｝.！は、日台間 貿易のバランス〈鹿在2 対 1 の日本
題の図鍵さを、それなりに考えてい 側出超〉が早急には改叢されるは込
る結果だともみなされるが、この5 みが少ないことなど、現状への客観
原則の無条件受人れに質成している 的な認識も、それなりに深まってきρ
企業を個別的にみてみると、すでに、 ているのではなかろうか。たしかに、
中薗貿劾が大きなシェアを占めてい 今日、 日中貿易についてのアンパラ
る企業や周4条件を積極的に受けい ンスは年々目だってきており、しか
れて日中貿易の担広大に勿めている企 も日本からの 紛出の90%以上は、鉄
業が多いだけに、やはり、こ の間巡！ 鋼、 機械、化学、肥料で占められて
についての ”キレツ” の大きさを悠 いて、その他の$門が急速に伸びる
じないわけにはいかない。 とは忠われない状況もあり、逆に中

鼠からの給入は依然として段水産物
中国市場は期待できるか 中心であって、わが闘が必要とする

鉄鉱石、非鉄金係資源などは、 中同
次l三間＠の 5 fド後の日中fOJ.,総額 が対日輸出を虫まない、 という.Bl突

の予測についてであるが、It似15tな があることも否めない。
弘とみるチ淑IJが第l i立であり。20自主 こうした問地．についての泌織は、
ルが第2 位で、2 0俄ル以上とみなす 次の間⑤の＇＂＇答：にもあら わ れ て い
のは34祉にすぎないとこ ろ を み る る。 闘交未（uJ似、 日台条約の＃袋、
と、日中f'Obの1iif途に対しては、 近 愉銀資金使用を制限する古回� 簡の
ごろのムード的な来観治にもかかわ 存在が日中貿易の紋大の障壁になつ
らず、 芯；外に着実な予測をしている ていること、そのために周4条件が

V広州交易会で中国側と商絞を進める日本商社員

1972. I. 8 



ff:在しているこ とを多くの企業が認
めながらも、 一方では、 中闘が工業
化された社会でないために、 ，a出市
場として当面はそう多くを期待でき
ないこと、また、 中凶からの愉入の
大恥iな舷kも期待できないことを予
測する怠見もかなり多いようだ。

そこで、 問＠のl渇4条件について
であるが、 こ れは、 近い将米、 鼠交
がl叫1Uしたあかっさには、 なくなる
であろうとする見方カfもっとも多く
現状ではf当然のこ とであり、 すで
に受け入れている 」とする窓見がこ
れに次いでいる。 も とより、f j渇4
条件関係なしーとする企業も、 周4
条件受入れ企業と向政存在しており
こ れもいわ ば当然のこととしてF怨
Eされたとこ ろであ る 。しかし、『ど
うするか、 倹対中であるJという企
業が26社、f 当 然 のことと思うが受
け入れていない」とする企梁が12社
あるのに対し、f費属鹿な条件であり、
受け入れるつもりはない」とするの
は、わずか5祉にしかすぎないとこ
ろをみると、 現状のような日中凶係
が続くかぎり、今後、周4条件を受
け入れる企業がますますふえてゆく
であろうこ とを、 今fnlの調査は，示唆
している。

中国は日本のライバルになる？

問⑦の日中凶j闘の経済の鏡争ない
しは経済的銭合に｜測する投開への答
えは、 はなはだ興味ぷかい。

すでにヱコノミック ・アニマルと
いわれて久しく、とくに京市アジア
の市場をほぼ席巻しつくしたわが鼠
のビッグ・ビジネスは、 中闘が束尚
アジアにおいて、 近い将米、 強力な
ライパルになるとみなしており、ラ
イバルにはならないという見方を、
はるかに上まわっている。

繊維、 維貨、 食品など の 部 門 で
は、 すでにお港や点陶アジアに存在

1972. I. 8 

アンケート集計結果 ｛回答総数223社｝

・：m::;;iゴ＆ヨ・
．臼中貿易（中国本土との輸出・入合計）の規模は5年後に

どうなるか？ （絵）1970.lf.の日中貸与；＇）！似は 愉1115 m;6900fiドル
鎗入2 1£5400万ドル 千； －�t 8 !!!2300万ドル．

0 10 20 30 40 50 60% 

現状錐持概….........・H・. 5人 E
10億ドル...・H・.......・H・H・H・·20 -

12億ドル・….....・H・······・H・·26 -

15億ドル・H・H・H・H・－－－……・88 -

20億ドル………・・…...・H・···51 E・E・－・E・－
20億ドル以上・H・H・・・H・H・·34 -

現状より少なくなる...・H・－－。

．今後（ 5年間ぐらい）の日中貿易に障壁があるとすれば
ぞれはなにか？

0 10 20 30 40 50 60% 
吉国司書簡｛輸銀資金使用
制限｝がN.>ること…………59人

ココムリストがあること・ぉ ．．． 
日台条約があること……113 

閑4条件があるから...・H・··77

中闘が社会靖国だから…26 -
固交が宋回復だから…… 133
中国は1人当りG N Pが
低〈鎗出市鳴としての店主
カが乏しいから…・・………61

中国からの鎗入の可能性
が低いから…………...・H・··56

砂周4条件 次の1 f(iにでも，1年れするかたどは取引与しなー、

①合的の大隊付I文をVlJIJ L 』打倒鮮のM鮮民主主浪人民

JI< fl If.叫に対する伶犯を緩肋するような企業．

②f；肉と1+i制i鮮1・j'(;j>'.投下を行なうている企業．

③アメ吋カ帝・l刻i：淡のベトナム ラオス カンボジアfl

時のために 次官器州集を従供しているft:業．

＠日本にある米n 合弁企業およびアノリカの子会社．

・周4条件をどう考えるか？
0 10 20 30 40 50 60% 

すでに受入れている…・・…·58人

当然だと思うが受入れて ．． いない… －…－…·····・H・－……・・12 園田

受入れるつもりはない……s I 
機討中である・…・・…・··········27 -
無関係なので何も考えて 三三三二一一一いない...・H・－－…H・H・.....・H・···54 ・－－

将来なくなると思う…...・H・··71

週明lダイヤモ ン ド 85 



する中園系企業や日貨公 .. 1 （中国系

デパート〉を通じて、 中闘が日本に

とっても大きな存在になりつつある

だけに、 このような見}jは、 きわめ

て現実的だといえよう。

それでは、 中国は近い将米、 日本

にとって寧’I�的な合威にもなる、 と

考えているのだろうか。 間＠にみる

かぎり、 その多くは「脅威にならな

いJもしくはf合威が少なくなる」

と見ているが、 f脅威になる」とい

う処方も92社と多い。 中間の伎の今

後の開発テンポを怠識した怠 昆では

j1E物であるという小l吋伎の本質的性

織についても、 われわれはじゅうぶ

んに考えていかねばならない。

そこで注口されるのが 、 中l喝の

明日本1事 同主B復活翁”についての

r：月⑤の，.. ，答であるが、 中l叫の±：1肢を

そのまま認めるのはわずかにl社で

あリ、 163祉というほ倒的多数が、

Iとんでもない、 小l吋側の，災前だJ

と見なし、 本』司査の.IJt n別1111�＆立で

もっとも多い多数.Q:J..!.となっている

ことカf注目されよう。

日小！対係の改1f.Sに、 政治の諭J!I!を

ないかと思う。 ただし、中闘の絞は、 こえて的観的になろうとしている、

実験的意味をもっ以上に、 政治的な わが凶の経済採に対して 、 こ れ を

アンケート集計結果 〉 ｛回答総数223社）

L�制：：'11-l：詞山（�3
．中国は将来（ 5年後ぐらい）世界市場で日本のライバルになるか？

・中国は 将来（ 5年後ぐらい）B本に
軍事的禽威を与えるか？

かなり働威を与える
ようになる………………93人

まったく骨威を与えな
いだろう………....・H・····35

日中不可侵条約締綜な
どで脅威が少なくなる…85

不明…10

．中国側lの「日本軍国主重量復活儲」をどう考えるか？

とんでもない 中国側の額解だ165人

中国側の言うとおりである…・…・・ I－一「＿；；；；；：：

それほどでもないが
軍国主殺は復活しつつある・H・H・－・40

不明・・・17
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”日本'.if直l叫主必” のF部備五jだとみ

なされてはたまらない、 という反発

もあるのであろうが、 それを中同の

日本認滋のぶりを娃正しようとする

怠欲的な�勢なのだ、 と解釈してよ

いのだろうか？

中国へは積極委替でいく・．．．

では次に、 必査対象企業の個別的

·JHi'i'にl刻する以Fの設問をみてみよ

う。 まず、 企�・の対中関係にl測する

�Iの『1伐祉は現在、 中同とどんな

凶係をもっているか」にみられるよ

うに、 わが同のビッグ・ ビジネス

は、 その大部分が臼中貿易に絞極的

な�勢をぶしており、 説 街、 取引が

なくとも、「将米 、 なんらかの取引

をしたしリとするものの数が117社

にも及んでいる。 しかも、 従米は、

ロ台f'OJ,とのl湖述から、 ダミーが有

効な手段として存 在 してきたが、 l局

4条件にみられるきびしいおたのな

かで、 ダミーの有効性には終止符が

打たれたことを各企業とも認識して

おり、 今後はげ〔綾取引に転じようと

している姿勢が、 そこにはっきりと

認められる。
ただし、 次の［対小闘関係のため

に特別の組織（たとえば小同，�な

ど｝をつくっているか」にみられる

ように、 日中貿易に取り組むための

社内研究体制ないしは�！／＇.l"l.il司王査機何事

は、 まだまだ舷立しておらず、 その

ためのI特別の組織はつくらない」

という川容が154�：と多いことから

も、 このへんの日中貿易の一定の限

界を考えている係fもう か カfえ よ

う。 弘の知っている髄凶でも、 若子

の医大企業に ”中同必至王おi”のよう

なものができつつあるが、 やはり目

先の’Mt揮のみを量調査研究しようとす

る傾向にあるようであり、 この.＇.＇！.は

今後、 人－いに巧・えねばならないとこ

ろである。
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ま た、 ;n3の「賞社は、 今後中留

との関係をどうするか」では、 ほぼ

す・怨され たとおりの（a（答で、 大半が

6l極的安鈴、 3分のlが現 状維持と

なっており、「消 極策でいく」とい

う企業は17社にすぎな�＇· このf消

極策でいくJ企業を業種別 に み る

と、 日中貿易に当面深いl刻係がない

業鍾がそうした傾向に必ずあるとい

うわけではなく、 逆に、 業鍾別の特

質をこえてr fl'I甑策」が多いことを ているのだろうか。 まず、 紋初の

考えると、 このf消極策」は、 むし f賞主tlふ攻缶、 台湾とどんな関係

ろその企業の倒81）的な性絡や体質に をもっているか」にみら れ る よ う

かかわっているようだ。 に、 約3分のlの企業が、 台符とは

無関係だという，.. ，答を出してい る

しかし台湾も捨てられない・・・・ が、 それ以外の多段の企染I立、貿M、

資本舗出、 t支給I倫出その他を通じて

そこで、 このように対中'fl h占に6'1 依然として台湾との関係を保ってい

極的益”を示しているわがl刈経済 界 る。 ここに、 わが同経済界のみなら

は、 台向との関係をどのように考え ず ． わが凶における目中l刻係の閤有

代表220社長は対中国・台湾方針をどう転換したか？
企業の日中関係

中国とどんな関係 ｜特別の組織｜今後の中国
があるか ｜（中国尽など） ！との関係は

社 名

現
在、
将
来
と
も
に
無
関
係

将
来
取
引
き
を
し
た

い
je
i－
－

…川

そ
の
他
の
関
係・
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一

秋
の
広
州
交
易
会
に
怠
加
し
た

輸
入
取
引
き
が
あ
る

齢相
出
取
引
き
が
あ
る

46 37 
16 18 15 

カ
は
入
れ
る
が
つ
〈
ら
な
い

将
来
は
つ
〈

る
つ
も
円

あ
る

154 
31 

4 

ま見積i向
状極極
総策策
1奇をで

でとい
い る く

107 
75 

企撲の日台関係
現在 台湾とどんな ｜今後の台湾
関係があるか ｜ との関係は

将
来
取
引
き
を
し
た

い

ま
っ
た
く

無
関
係

で
あ
る

そ
の
他
の
幽常
務
提
偽
j；

筏
術
給
出
を
し
て

い
る

資
本
進
出
し
て
い
る

：

愉
入
取
引
き
が
あ
る

－

齢相
出
取
引
き
が
あ
る

－ol－－－
一

叩

17 
26 30 73 

12 10 6 

現積i肖台
状極極湾
総宮夜祭か
f寺； でら

で；ぃ搬
い； ＜退
� � �す

る

136 
54 

5 1 

〈水産・食品〉

係 宇宇 fl< I長JC ）� ． ． ． ． ． 
報 同 水 路 ｛取締役H�正必 ． ． ． ． ． 
Iii'{ f日 産 業 ｛会lk）紙本治i ． ． ． ． ． 
円 手際 irh 脂 If.岡停 ． ． ． ． 
て楽オーシャン 鈴木t f· fl: ． ． ． ． ． 

41: "l!.1 祝日 自主Ii(.欣次郎 ． ． ． ． ． 
キッ コーマン 茂木符：m; ． ． ． ． ． 
明 治 製 薬 中JI( A! ． ． ． ．． ． 
日 本 ハ ム 大社J量級 ．． ． ． ． ． ． 
カJレヒス食品 t IT I.I卜総 ． ． ． ． ． 
R主 グ〉 2名ー 鈴木m ． ． ． ． ． 
円 本 冷 蔵 切i長 il ．． ． ． ． ． 
ll本配合飼料 i* 'I• ，‘、’ ． ． ． ． ． 
〈鉱業・建設〉

習を 鉱 業 大飢え； ·f! ． ． ． 
大 十本 組 大体九. l!I; ． ． ． ． 
ii'i 水 主主 設 ,'i Ill ;,•, ． ． ． ． ． 
フ ジ タ工業 必 rn . ，，先 ． ． ． ． ． 
iと谷川工務r.可 水＂＇ jj' :t ． ． ． ． 
安 藤 建 設 宅苧 雄 ． ． ． ． ． 
太 平 工 業 �IJl/.\i＇｛－）ミ ． ． ． ． ． 
住 友 � 設 j守藤氏、ド ． ． ． ． ． 
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.It.魔吉・東レ社長

｜＼ アンケートJ'ti(,j

＼ 
社 れ ｜川社b 手長手前r . 、＼＼ 

岡 崎 工 主 I均的H• jjj· 

日 本 向上開発 行 ・卜． 立犬
｛自｛定建設工Ye: 佐伯 側、ι‘ 

fl'i 水 ハ ウ ス Ill鍋 ft! 
i ：. 機 工 業 � 1"� l時U』

〈畿 錐〉

グ ／ ゼ 4・ 11- ·.-: 
神 戸 f色 紙 1'i· IJ .. rir; 
大 相 紡 絞 t頼丙 ·1(1
敷 島 紡 絞 ヰi n肉li!c:
日 ポ 紡 絞 術呼＂＇ l•, 
オーミケンシ fl川鎗之助

術 開 ρu ＂＇，（� 八1'うr,: I,; 
大 lit 紡 織 小野I�必

�［ !If!. 紡 織 ;'f 111 ・ ，Ii
�｛ レ 峰山：＂ 1k 
柄f/I"繊維工業 I何Jt· f.; Jlf.・
戸 �'i工 業 本Ill縫 ，•；
I!!- �ミナイロン .lltl l.k 助

共布lレ ザー 池l広J駐比
ワ コ ー ル f世事4世
〈パルプ・紙〉

山渇パルプ 鈴木太郎
王 子 製 紙 Ill ,,, .it 11/:. 
本 州 製 紙 Ill 日 割I PJJ 
北 越 製 紙 内Ill ,l:{ 
中越パルプ ｛主J宮本孫太郎

巴HI被紙所 Di m 錬
特 .／t 紙 器 iJI野 HI ti': 

円 本パルプ工主 使川 J忠jj';

88 週刊ダイヤモンド

の附費量さと復量産さがあることはいう てのアンビパレントな対応関係は、

までもないが、 それだけに、 この間 鍛後の＂笠間 r�・8：は、 今後台湾との

凶の処聞には、 まだまだ時間がかか 凶係をどうするか」で‘ なおいっそ

りそうだといえよう。 うはっきりする。

今nのような口中関係のなかで も I台湾から微泌する」という企業が

な お、 r 現住 無凶係だが、 将米取 I �l掲げヒ学製品メーカー〉しかない

づ｜をしたい」、 と考える企業が6祉 のに対し、 136祉という多敏がrm

(1111答数の約3 %）存在すること も 状維持」の）j針にあるようであり、

ti: nに値し よ う。 「消倹策でいく」という1111答はf :t!! 
このように、 中同と台湾とについ よりはるかに少なくSH上にしかすぎ

企業の日中関係 企撲の日台関係
中国とどんな関係 特別の組銭 今後の中国 現在 台湾とどんな 今後の台湾
があるか

＇＊愉秋 そ 将 現
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取取広他取
引 ヨl州の引 将
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関係があるか

ffj，古 資 筏 そ ま将
出入本 術

愉
の つ来

取取進 他た取
ヨl引 出出の〈引

きさ し を鍵無事
ががいて し務tl係聞を
ああ て し
る る るい織でた

る ． あい
る ：

． 

． 
． 

． 

． 
． 

． ． 

． 
． 

． 
． 

． 
． 

． ．． 
． 

． 
． 

． 
． 

． 
． 
． ． 

． 
． 

． 
． 
． 

との関係は

状
総

現 横
僅
祭

僅
事

i肖

寝
湾台か

持 ． でら
で；ぃ徹

い ： （退
〈 す

る

－ ー ・ ー. . .  ' ・ ・ ・ aー ・ ． ．

． 
． 

． 

． 

． 
.I 
． 

·• 
． 

． 
． 

． 
． 
． 

！． 
•• 

． 

． 
． 

． 
． 
． 

． 
． 

． 

197Z.l.8 



ない。 見を従供して いるのみならず、 ll中

やはり、 このへんに も、 日台経済 関係の般本とその広質に触れる ，jf,間
関係のメリットを捨てきれないわが 題をさまさ’まな形で錠起している 。

凶経済界の必b1t01がうかがえよう。 同時にまた、 わが同の経済界が今後

財界“急旋回”の背景

の国際化時代にどう対処しようとし

て いるのかを教えている といえ る

し、 さらに、 わが凶経済界の体質を

以上のように、 今111）のアンケート 具体的信データによって 如実に物，；／＼

拘査は、 たんにn •l•f＜坊の可能性に って も い る 。 つまり、 臼中関係の改

ついてのわが｜吋経済界の平均的なZ Z与を求める今11の潮流に対しては、

＼ 
企業の日中関係

アンケートrti口 中国とどんな関係 特別の組織 今後の中国
があるか （中国課など） との関係は

＼ 給 総 秋 そ 将
在
現 あ 将 力 現積i肖

出入 のの来 る 来 は 状総
極
策

億
策取 取 広 他 取 ［立入

引引州 の!ii 将 ； つ れ 4寺をで
き さ 交聞き 来 〈 る でと い
がが易 係 をと る ヵe い る く
あ あ 会：し も つ つ 〈
る る に j た に も 〈 ・ ．

｜川批同時正 ι？古 ＼ 

参加 ： い 無 η ら

tt r. 関
係

t五
た

し ： ： ． ． 丸、
・ ．

〈化学・ ゴム製品〉
三jj二点l暖化ザ： 本.＇f l費削L ． ． ． ． 
東 北 肥 料 河，f ii /\'. ． ． ． 
昭 和 屯 て 鈴,j; if; ljl ． ． ． ． 
裂鉄｛ヒ午工業 奇5ぬ知尚l ． ． ． 
日 本 •l'i i:t 今井 ！哩 ． ． ． 
1恋 JlJ ·�I J

・よル (.ii 111制I f,t ．． ． ． 
大 阪 'u I’i 1・．、L llf ,,, :k ．．． ． ． 
·,!J:気化小I. Y,; ?E I河婦 人 ．．． ． ． 
m安j Ill ·，丘工 '-11筒 i奴 ． ． ． 
大阪般家てた 鈴本金リ｝ ． ． ． 
大 路 般 � 川l I 縦／兵m ． ． ． 
日本触燃化学 」t Jt t'i ． ． ． 
R ��セ’オ ン •'• .Jll周 ． ． ． 
旭＇，[l iヒ工"Ji がI JI： 洋 ． ． ． 
日 * 7th 脂 H Ill 勉 ． ． ． ． 
ライオンitll肪 小 林 �＇（ ． ． ． 
第一工業製品長 閲域住 ）� ． ． ． 
中i屯｝� �区工＇� ． 点付1i Ji ． ． ． 
H 仰f fヒ マ： It ti- 111 lζit; ． ． ． 
関内ヘイント 小 谷．遊亭 ． ． ． 
東洋ゴム工�l 11 f� illi ． ． ． 
ニ〈 ツl1J.ベルト ｜河川 前 .＇i ． ． ． ． 
日 ＊ 新 来 低 下 弘 ． ． ． 
被 浜． ゴ ム ニli * ＜！；リ1 ． ． ． 

〈ガラス・土石〉

Ji!! 硝 子 ft [fl iC ifi ．．． ． ． 
R 1�版li]1j (- 川j桁：JJll ． ． ． 
山 付 制 r· 111付II:太郎 ． ． 
大阪セメント tf. i：.� i舟，R ． ． 
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企末吉・三弁東圧社長

企業の日台関係
現在ー 台湾とどんな 今後の台湾
関係があるか との関係は

総 給 資 筏 そ ま将 王見積消台
出入 本 術 の つ来 状復径；湾
取 取進 給 他た 取 維策策か
引引出出の〈号｜ 4寺J で ら
き き し を娘 無 き でiい11\i
ががて し 務聞を ぃ；＜ il!1 
あ あ い て 提 係 し 〈 ： ：す
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経済界がそれを 駁極的に先取 りしよ りでは、 このようなわが国経演界に

うとしていながら、 台符問題という 対して、 『日本は 、 そのようにして

もっとも肝要な、 そしてきわめて微 までエコノミック ・ アニマルになる

妙な ぷ題については、 やはり ”保’午 のか」とい，う戸が出はじめているこ

的傾向”が強い。 とも・J�突である。 たしかに、 わが同

今日、 わがl吋の財体主流が、 相次 のビッグ・ ビジネスカf、 みずからの

いで閃4条件の}j向に傾斜しはじめ

た、 そのテンポと変容ぷりのすみや

かさは、 なるほど、 まことにあざや

体質については必ずしも じゅうぶん

な 自己倹Nを 加えないまま、 位あlの

潮流のなかで、 ；急きょ、 中闘をめ ざ

かなものであっ た。 必l対アジアあ た そうとするのには、 それなりの兇白

＼ アンケート.tfl LI 

＼ 
十t 才z 1川 1副'ti符壬 伝r 一＼ ＼ 

円本ヒユーム’'l'i' i屯 Ill首 t・I． 
υが カーボン .ti( �品依
日 本 陶 然 手f m 賢明
fl 本 '6.'t子 11.1 l日 記央
fJt Aそ 製 陶 ID 辺－＝. Jlll 
f-1宇アスベスト 。宣；u 1吉正
日 本特殊陶.Ji 水野n'彦

〈鉄 鋼〉

日 本 鋼 管 十時川 久 ’I:.
住友金属工業 IJ ,;,, }j 1'T 
litイlド 製 鋼 1,C: Ill ＇／，（：次郎

淀川袈鋼所 ！� I·. 刊行
大 fri］鋼 銭 小休hV-t.'11 
)L ー 鋼 管 .'i十｛ ＇古仁
愛 知 梨 鋼 向井お次郎

II 本 金 属 大 ／l. l曹
l! 製 鋼 中！：』正樹

〈非鉄金属〉

ミIF��鉱業 l己本f,l ;TL 
Jlf.利lア ル ミ 1:r, IJI fJI =. im 
住友軽金以 ｛ ・日j\'l�）N1fijj
大！日本屯線 池I: 4民

〈金鹿製品〉

£-1経ア ル ミ 千� �区間Ill\
中lnl工 業 (E 9J •:t k 
fl ノド 発 条 正義附村＇（ Iを
II ＊ 紡 工 嗣It-背） •'l 
ti”I ·�！£気工業 s�本：f!B

〈繊 械〉

ID 'rn汽絡創造 川園、凸jji
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企撲の日中関係
中国とどんな関係
があるか
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企業の日台関係
現在 台湾とどんな
関係があるか
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’‘ 

もあろう。 国際鋭争における将米の は、 ”自カ更生 ”を将米とも、 その

閑鍵性、 態化した日米軍監務関係の将 国家自僚にしていくのであろうが、

米などに対する不安等々が、 いきお “自力更生”は必ずしも排他的なア

い、 中嗣市場の潜在的有用性への必 ウタルキー経済を怠味するものでは

織と重なりあって、 今日のような；急 ない。 当面はむしろ、 中国の側に日

転換がなされつつあるという・l�怖も 中経済交流をより多く必必とする符

無m.ずることはできない。 続があることも低めない。 しかも、

いっぽう、 中同の側にも、 このよ 俊近の周恩米総J!I!の発Jにみられる

うな日本経務界の動向を受けて立と ように、 中岡側は、 いまや ”佐藤反

うとする主要因がある。 中 同と し て 動政府” や “日本人民” を采りこえ 企庚・ 久保図鉄工社長

卜＼ …！E.l
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企撲の日中関係
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思研ピストンl収垣内Mtよ
日 本 新 工｜今虫11( .：� 
共 立｜ 小 林/Ji �J 
〈電気機器〉

JI.[洋1丘機製造
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A永田 ・ 目立造船社長

k

 

..隻回 ・トヨタ自エ社長

企撲の日中関係
中国とどんな関係 ｜特別の車剖儀｜今後の中国
があるか ｜（中層 標など）｜との関係は

” 
社 名

日 本－.[t 裟
＊ 光 m 公
5 崎 ·，n:会t
j姶il ·;[t 池
円本·，（£ ��工業
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〈紛送用機器〉
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佐世 保 亘工業｜ 悶 中 i温
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トヨタ111体 ｜ 縫 主li Jll 
ト ピ ー工業 l J'J.吃保夫
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ミ 協 約 機 I 1L1 m lE "fl 
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“甘い夢” は許されない
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リ 、 こ うした.if�をっさつめていけ いしは外庄に、 今後ど う対処してい

ぱ、 今日の小l司をめぐる世界的潮流 くのか、 というまさに 文 化 入 車 命 以

は、 これを烈返すと、 を 沢 点 中国に 上 の ”世紀の実験”がい 率 、 そして

対する外からの ”！”l I i!Jl.l./tc” ないし 将米、 く りひろげられようとしてい

は ” 自 由化” の外1どとして も 、 それ るのである。
が働くであろう、 という 問 題 で あ 弘は過般、 J �，ミぷりで 訪 米 し た

る。 いわば、 ” 自 由化” の外圧がい 際、 アメ リ カの （ とくに 太 'I'· t下 降
まひたひたと小同大 伸に抑し谷せて の） ビッグ・ ビ ジ ネ スが、 こうした

いるのだとも いえるのであって、 毛 中同大附への ”上附”に 備 え て、

沢 w·中l司がこうした外からの挑戦な 中同開発”の｛｛'Jメ nをいくつか！＼II

卜＼ ア ン ケー ト f([ 11 

＼ 
干上 r. : ( (1�出ld＇.向 ＼＼ 

〈商 業〉
，.・・r・1 lr. 1：� 幸 τ 郎
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三 井 信 託 銀 行 1主 聖f L宇 古
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A 小 山 ・ 三井銀行社長
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企江戸 ・ 三井不動産社長

＼ ア ン ケー ト m 口

＼ 
社 白 ｜川鉦回 i答出者 ＼＼ 

住 友 信 託 銀 行 山 本 弘

安 図 信 託 銀 行 戸 沢 芳 郎

東 京 相 互 銀 行 長 田 g: ー

大 和 証 券 山 内 隆 ！噂

〈不動産 ・ 倉庫〉

三 井 不 動 産 江 戸 英 雄

三 菱 地 所 中 阻 乙 ー

東 京 建 物 嫡 w 武
三 井 合 川I 竹 内 自 鋒
渋 沢 念 ！翠 八 十 五b S現 議
h王 巴 合 /!Ii 山 崎 ;;i, 三

京 浜 tr /Jl( 大 ii!正 二
〈陸運 ・ 海運 ・ 空遺〉

日 士 急 行 制 内 光 Mt

西 日 本 鉄 道 吉 本 弘 次

近 畿 日 本鉄道 f主 1自 !Jj 
日 本 郵 船 菊 池 庄 次 郎

ジ ャ ，／ ｛ン ラ イ ン 周 囲 修 一
川 崎 汽 船 足 立 日量
〈通信 ・ サー ビ ス〉

同 際 屯倍屯 ，if. 作 野 j望 丸
絵 竹 域 戸 問 向l
〈電気 ・ ガス〉

東 京 ·，(l カ 水 野 久 男

中 部 m カ 加 藤 乙 二 郎

関 西 電 力 � 村 ill 三
中 国 電 力 山 恨 'ft 作

九 州 電 力 瓦 林 泊E
北 海 道 屯 カ 岩 本 常 次

大 阪 瓦 斯 西 山 金3
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備していることを知った。 も し も 、 くるnf能性も あることを、 い ま こそ、
わが凶経 務 界が問機な期待から 、 甘 じゅうぶんに考えねばならない。 白

い拶のなかで青写真をつく り 、 そう 中同交，.. ，似と日中経済関 係 の t広 大
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合、 中国はア メ リ カに対しては今後 きな ぷ組である 。 だが、 それだけに、
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本に対しては、 これこそ ” 日 本軍副 か り 凡てはならないのであって、 �

主義” ならぬ 、宮 本帝同 主義 ・ 独 占 えねばならない問題を数多く伐して

資本” の正真正銘の小同併俊略備恕 いること も ま た疑えないであろう。

だとして大きく平手打ちをくわせて （東京外臨大助教授 ・ 中嶋嶺雄）
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